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はじめに
二OO
四年十二月十一日（土）、愛知大学豊橋図書館白
習室で東亜同文書院大学記念センター主催の「海外研修報告一アメリカ五大学図書館を訪問して」という内容で映像資料を中心とした報告会を持つことができた。今回 同文書院記念報』に記録として残す機会を得たので、東亜同文書院関係を中心に再度ま をさせていただくこととした。
私は二
OO
四年九月十日から約一ヶ月間、職員の海外研
修制度を利用してアメリカのアジア図 館を持っている有名五大学を訪問してきた。ハーバード大学・プリンストン大学・ミシガン大学・カリフォルニ 大学バークレー校・ハワイ大学である。これらの凶書館の日本人ライブラ アンとコンタクトを取り、訪問の目的を告げ快く受け入れてもらった。訪米の最大の目的は『幻ではない名門校
H東亜同文書院
愛知大学豊橋図書館
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大学」が確かに存在したことを、愛知大学に引き継がれた資料を掘り起こすことで実証し、さらにアメリカにおける研究者迷に東亜同文書院への関心を呼び起こすことができればと大胆な計画を企てた。まず初めに数年前に図書館レフアレンス係をしていた時、カウンター業務をしながら『東亜同文書院大旅行誌』の目次を作成・完成していたので、これを二
OO
四年三月、図
書館のホ！ムペ
l
ジ上に公開した（
E壱ミ
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一切＼
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＼一EE
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｝）。この検索システムから本文にア
クセスできればという夢を持っていた。さらに本学に収蔵している著書・雑誌論文を調査して『 関係目録」の冊子体を作成することを自己に課し 大学から海外研修が認められて以来、毎日仕事終了後書庫に もって調査する日々が続いた。夏休みも返上 た甲斐があっ 、渡米三目前（九月七日）に本として完成させた。他に「霞山文庫」の目 を
FD
にて作成。これらを私からのお土照
として持参した。また中日辞典編纂室より『中日大辞典』、
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東亜同文持院大学記念センターより
『同文書院記念報
』
と
『愛知大学東亜同文世院大学記念センター－収政資料図録
』
を頂戴した
。
また国際中国学研究センタ
ー
（l
CCS
）の
英文
・中文パンフレット、他にも大学のパンフレットや図
升館関係の資料をお土産とした（全てを持参することは到底
出来なかったので郵送した）。米国滞在中時間があれば、各訪問校で東亜同文世院関係
の資料が何点ほど収蔵されているのか現地にて調査したいと考えていた
。
できれば
『支那経済全世
』
、
『支那省
別
全
誌
』
、
『新修支那省
別全誌
』
、
『中日大辞典
』
について資料を
受け入れた年月
日
・購入か寄贈かの記録も知りたいと思っ
ていた。思いがけず
μ恨津
ア
先生ゆかりの方からお守りも頂戴
して準備万端
。
しかし
これまで一度もアメリカの士を踏ん
だ
こ
とがない
・語学も得意ではないので不安はあったが、
最初の訪問地ボス
ト
ン空港では、
二OO
四年四月よりハー
バー
ド大学留学中の愛知大学経済学部教授の李春利先生が
出迎えてくれるし、各大学には頼みとする日本人ライブラリアンがいるので何とかなるさという思いで出発した
。
一、ハーバード大学
九月十日（金）削九時前に自宅を山て、名前田島空港からデトロイトメトロポリタン空港経由 トンロ
l
ガン空港
に、同じ十日の午後五時に到着。飛行機に乗っている時間だけでも十五時間かかっているのに不思議な気持ちだっ
。
空港では李春利先生
・馬腿梅ご夫裂が出迎えてくれて、ボ
ストンに滞在中はあちこちに案内してもらい大変お世話に
ノ、ーバードロースクールライブラリ ーにて
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なった。最初の訪問校であるハーバード大学は、全米で最も古い
伝統を持 た名門私立大学である。創立は一六三六年、蔵書数は千四百万冊、九十八の図書館を持ち世界のリーダーを数多く輩出してきた雲の上の存在・憧れの大学である。自分が本当にいまハーバード大学内にいることが信じられない思いであった。世界で最も大きい図書館 一つといわれている中央図書館のワイドナ
i図書館は、意外にも一般に公開されていな
かった。
ID
のない学外者は容易には入館できない。幸い
私は、一時間だけライブラリアンの司『主∞
ZRE
虫色氏に
マンツーマンで館内を案内してもらうことが出来た。駆け足で広い館内を歩き回ったが、初めて現地のネイティヴの方から聞く英語は、とてつもなく早 て一人呆然としていた。やっと図書 関係 単語が聞き取れ だけだっ 。ちなみにこの世界有数のワイドナ
l
図書館は、あの有名なタ
イタニック号の犠牲とな たハーバード大学卒業生 ハリ
1
・ワイドナーを記念して母親が寄付したといわれてい
る。また不思議なことにワイドナ
l図書館のゲ
l
トには、
愛知大学と同じようにブックディテクション（無断持出防止装置）があるにもかかわ ず、専門の職員がいて利用者全員の鞄・袋物の中身をしっ りチェックしていた。機械は誤作動が多くて信用できないということかも れない職員が同行してても一切関係 。皆平等（にチェックする）は、こういうところにも現れている いう。私にはかなり閉鎖的で敷居が高いと感じられたが、－
4E
氏も素敵な
紳士であったし、ハーバード・イエンチェン図書館（宍
ZEro
〈mEωao
玄の〈のてさん、豆一の
zrcmc
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コcm
凶nz
さん）ロ
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ス
クール図書館（冨
ωユ一
s
－
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∞ZEg
さん）、フェアパンク
東アジア研究所・ライシャワー日本研究所など図書館員や研究者の方たちは皆親切であった。持参したお土産はどこでも大変重要視してくれた。イエンチェン図書館では、整理待ちの資料がかなりあったにもかかわらず『 亜同文書院関係目録』を直ちに整理し、オンライ 検索を可能にしてくれたことにいたく感激した。またフェアパンク東アジア研究所では、 なもてなしを受けた。私が訪問したときに 既に四冊 ハーバード大学の新刊刊行物 贈答用に準備されていて、所長のさ＝－5052
教授から手渡しされた。また彼は中国文学の研究者
であったが、個人的に『東亜同文書院関係目録」を欲しと言われた。李春利先生が「昨年
ICCS
で僕たちが訪問
したときより成瀬さんの方 待遇が良いよ」とお位辞言ってくれた。続いてランチ 招 された。 メリカ各地から参加しているフェアパンク関係の研究者の前で副所長の刀。
zoEm
三
gE
博士が、「日本の愛知大学との交流が昨
年から続いてきており、今回は東亜同文書院について研究しているライブラリアンが訪問し くれました」と、紹介されたときには、恥ずかしくて隠れたい心地だった。この研究者の中に「知の帝国主義一オリエンタリズムと中国像』で有名な
E
三〉－
Q
壬
g
教授もいて、李春利先生が東亜阿
文書院と愛知大学と 関係や、「目録』のことを詳しく説明してくださった。。。
202
教授とにこやかに談笑（？）
している自分が信じられない出来事だっ 。少しの時間が取れたとき、私はイエンチェン図書館のコ
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ンピュ
l
タ
lを使って検索をしてみた。しかしながら、コ
ピ
l
は有料で預金が入っている認証
ID
を持っていないと
取ることが出来なかったため、途中で断念して帰国後調査した。
ハーバード大学の
OPAC
（オンライン検索目録）で
「東亜同文会」、「東亜同文書院」について書名・著者名・キーワードで調べた結果六二点の出版物を収蔵していた。しかも戦前の出版物が四一点とか りの割合 占めていた。（表一参照）また本学に収蔵してい い 版物が『日露ノ将来』、「大消律円「支那関係特種条約集纂』、『外蒙古共和国憲法一蒙古勤労国民権利の官喜口』の四点が発見された。（表ニ参照）「華語月刊」一
3十（本学のものは、その背鈴
木揮郎先生が知人より湿式コピ
l
で補ったもので今はかす
んで読めなくなっている）も収蔵 てい 。これらの資料は、全て戦前の出版物であ 、いつど ようにして入手したのか分かると大変興味深 と思った。ともかくハーバード大学イエンチェン図書館の創立は一九二八年であり、当初から東亜同文書院に着目していた らこそ、これだけ多くの資料を収蔵できたに相違ない。二、プリンストン大学五日間滞在したボストンに別れを告げ、十六日朝五時起きで飛行機に乗り、ニューヨーク空港に到着 プリンストンまで車で一時間少々。直ちにホテルで荷解きをした後プリンストン大学までタクシーで十五 。東アジア図書館に午後二時に到着した。プリンストン大学は一七四六年に創立。蔵書は五百万冊。
四十の図書館を持ち学部教育では特に優れた私立大学であ守匂。東アジア図書館のライブラリアンである牧野泰子さんに
広い大学内を案内してもらった。翌日は、中央図書館の司可
2
－2d
巾
ECS
ミを見学した。ライブラリアンの玄白ミミ・
のめ
C「目。さんの英語はゆっくりと分かりゃすい英語で楽し
かった。ハーバード大学 中央図書館では写真など一切禁止されていたため、プリンストン大学も同じかなと思って豆
ωミさんに聞いたら「
OK
」との事であった。ところが、
一一
1
コ一枚撮った途端に、受付にいたガードマンのような人
が跳んできて、写真はだめだと叱られてしまった。室。ミさんは、「自分を撮ってくれているのだから問題ない」と言ってくれたが、以後は自粛した。書庫内はすごく広くて何度も増築したとのこと。また図書館の中にゼミ室がいくつもあって、周りの書架には、ぎっ り図 が配備されており、実際にそこで授業 行われてい 。
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も一般公開していなかっ が、〈
ZZO
『用の
ID
を発行して
もらうとすぐ入館できた。ゲートはハーバード大学同様、鞄など開けて見せなければならなかったが 中をちょっのぞく程度だった。午後は東アジア図書館副館長の玄白コ
EZEES
博士が中
国関係 貴重書庫を案内してくれた。東アジア図書館から歩いて十分、通りを渡 新しい建物が並んだ一角 あた。貴重書庫は厳重に管理されて て持ち物は全てロッカーの中へ。写真など禁止であった。大蔵経の各極・宋・明時代のものも収蔵されていた。チベット大蔵経のきれいなこと。何百年も時を経たこと 感じ せな のであっ
37 研修者H1l 「アメリカにおける点，m同文書院関係の収蔵資料について J
ぷ l
アメリカ5大学}llj 『東蓋同文•11:定J『東亙同文会J刊行物関査収蔵資料の多いタイトル（戦前のみ）
• 名 著者名 出版年 Harvard Princeton Hawau UC Mich igar、
支那経済全． 全12 東亙同文会 1907-1908 。 。 。 。 。
2 支那省}llj全低金18 来夏同文会 1917・1920 マイク 。 3巻の 。 。ロ 3歩
3 新支那現努要覧 東亙同文会 1938 。 。 。 。 。
4 新修支那省別会総会9 東亙同文会 1941-1946 。 。 。 。 。
5 支那年m 東亙同文会 1912-1927 1 -2、 4- 1912.16, 1917- 。7 17.19.26 18 
6 最新支部年鑑 東亜同文会 1935 。 。 。 。
7 現代支那講座 1 -6 東豆同文書 1939- 。 。 。 。院
8 東亙同文書院大学東亙銅査報 東歪同文書 1940-1941 。 15年度 14年 。告書昭和14年度～1 5年度 院大学 度
9 東亙関係4寺複傍約象纂 東亜同文会 1908 。 。 1912年
10 山洲穏話事先生傷 ii友会 1930 。 。 。
戦前の資料収蔵件数 41 9 8 24 20 
全てのI調査結集件数 62 26 14 47 45 
プリンス ト ンノぐ予 COTSEN Childrcnｷs Library にて
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て、世界的に貴重な資料を収蔵していた。
2522
月「一
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ミの一角にあった豪華な子供図書館は、
寄付でできた図書館で一般開放されていた。また美術館はボストン美術館に匹敵するような豪華さで、全ての収蔵物が卒業生や地元の方からの寄付でできた稀な美術館であるとのこと。二百六十年の伝統あ アメリカの大学のすごさを実感した。プリンストン大学の
OPAC
調査では、東亜同文書院関
係の資料が全二六点（内、戦前の文献は九点）収蔵いた。この九点 中には、『支那経済全 』、『支那省別全誌』、『新修支那省別全誌』、『新 現勢要覧』、『支那年鑑』を収蔵していて、何が東亜同文書院関係の中核資料かをよく知っていると感心した。ニ、ハワイ大学順当ならばプリンストン大学からミシガン大学に行くはずであったが、先方の都合でハワイ大学に先に行くことになった。十九日、ニューヨークの空港から一路ハワイホノルルへ。なんと十一時間の飛行。アメリカでは、東海岸と凶海岸では時差が三時間もある。その上サマータイムが一時間。正直何時間フライトしていたのかはっきり分からない。考えても無駄なので、とにかくいつも現地時間に合わせることにした。「アメリカの食事はどうも口に合わない、ボストンもプリンストンでも缶ビ
1
ル一個すら買うことが
できなかった。このまま日本に帰りたい！」と弱音を吐く。とはいえ途中下車できるわけ なくハワイへ。空港に降り立った途端に、巨大なア
l
チ型の虹を見た。
しかも二重になっていた。虹なんて久しく見たことがなかったのでしばらくそこに作んでいた。毎日スコールのような雨が降った後、虹を見ることができた。しかし不思議なことに、一度 傘を必要としなかった。
ハワイ大学マノア校は一九
O
七年創立。蔵書四百二十
万冊。州立大学につき市民に開放。政府関係資料収集の義務化。ハワイ大学が開放的なのは、気候のせいばかりではなかった。誰でも自由 図書館など利用できる雰囲気が、澄み切った青い空・雨 洗われた木々や芝生の肱いばかりの緑と絶妙にマッチしていた。食事も日本人向けに合っていて、何よりも日本語が通じ、あちこちに日本人が大勢たので安心できた。中央図書館である工
ωヨ一一一
C】】図書館の四階に〉己∞
の♀－
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部門があり、ライブラリアンの→。玄宵
C
〈・国内】
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さんが館内の案内をしてくれた。
ハワイ大学では、
EEEm31zgZ2
牛刀
ggRrζ22c
己∞一
』山吉三（→
CEro
さん担当）と「
ZF
『ヨ
EE
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ミ」（や
はりライブラリアンの
E
コヰてェ
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己ミ氏担当）の二つの授
業を見学できた。ここでは紙面の関係上省略する 、ななかユニーク 興味深いも があった。
ハワイ大学の研究者は、開ユの工
ω『三一ア「山宅『
022
玄白『
22
－
先生とお話ができた。ヱ∞「三一先生 、既に愛知大学に
IC
CS
で客員教授として招酬附されていて『目録』を心待ちに
されていた。三日
22
先生は、近世日本文学担当のデラウ
エア大学の教員で一年間ハワイ大学に客員として赴任されていた方で、私の訪米の目的を知るとカリフォルニア大学サンタパ
l
パラ校の日本研究の大家である
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司
C目。一先
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生を紹介してくれた。
ハワイ大学の
OPAC
では、東亜同文書院関係資料全十
四点（内戦前資料は八点）が検索できた。『支那経済全書』、『支那省別全誌』（欠本があるので台湾出版の『中国省別全誌』で補充）『新修支那省別全誌』、『新支那現勢要覧』、『最新支那年鑑』、 現代 講座』を収蔵してい 五大学中最も新しい大学で収蔵点数も一番少なかったが、基本的資料はきちんと押さえられていた。四、カリフォルニア大学バークレー校
ハワイで息を吹き返した私は、二十五日ホノルル空港に
朝九時半到着。飛行機が遅れてサンフランシスコに到着したのが真夜中の十二時。本当に メリカは大きいわあ
10
カリフォルニア大学は、州立大学で十のキャンパスがあ
り蔵書はなんと二千九百八十万冊。その内最も大きい図書館がバークレー校である。創立は一八五五年。蔵書は九百万冊。東アジア図書館は、全米で長も日本一論文献（間十万冊）を多く収 している。
二十七日（月）十時ライブラリ ンの石松久幸氏に会う。これまで何回も手紙やメ
l
ルを出したがうまく連絡が取れ
なかったので心配しながらの訪問であったが、いかつい体に似合わず大変親切に案内してくれた バークレー校では、全米で初めて発注作業から納品までアウトソ
l
シングして
いた。日本語の整理は紀伊園屋に依頼しているが、全米としてアウトソ
l
シング化は日本のように進んでいない。ま
たカウンター業務は馴染 ないとして一切 ウトソ
l
シン
グしていない。二年後には、全米で初めて東アジ 図書館
として独立した建物を四十五億円かけて完成させる、松氏は言っていた。図書館は一般に開放しており、他大学から毎日午後五時にパスを用意して図書館を利用しに来ている（他大学の学生は貸出可）。企業人や一般の人は、年間一
00
ドル支払
えば誰でも貸出や有料のデータベースを利用でき 。ただしコピ
l代は、別途料金が必要。
また一九五二年に三井文庫から十万点の古地図を購入。その内、江戸期の古地図二千三百枚をデジタル画像化したものを見せてもらった。なかなかユニークなもので 現布の衛星写真に江戸時代 地図をはめ込んだり、年代の異なる複数の地図を重ね合せて見ることが可能になっていた。これはオンラインでも検索は可能であるがコピーが必要な場合には有料で、映画「ラスト・サムライ」でワ
l
ナ
l
ブ
ラザーズに売った金額（商用）はなんと一枚一二
00
ドル
だったという。学術利用は二五ドル・額入り一七
0
ドルで
販売している。さらに三次元で見られる画像処理に取り組んでいるとのこと。利用者がお金 払っても必要なサービスをすることが、図書館には大事なことだと教えられた。中央図書館のロ
00
亡
σE
ミでは、ライブラリアンの－
50
三
〉g
－g
さんが図書館ガイダンスの方法ゃいま抱えている問
題など当方の質問に回答してくれた。
またバークレー中国研究センターでは、「一
zxz
先生は
（本学に客員教授として招聴されて て）不在 分かっていたので、」。一
5P
・2
。一戸三おさんと面会した。
カリフォルニア大学の
OPAC
は、
UC
バークレー校・
UCLA
・
UC
サンタパ
l
パラ校など十のキャンパスが一
[oil 之内院i記念桜 VOL. l: 40 
と
石
元化して検索が可能になっている。バークレー校は、全米で最も日本語文献の収蔵冊数が多いといわれているだけあって、四七点（内二四点が戦前）の東亜同文書院関係資料が検索できた。基本的資料はもとより『安徽省全図』、『東亜同文会章程」、『北京官話教科書』、『新撰支那全図」、『支那寓長講義』は、愛知大学にも収蔵していない貴重な資料を含んでいた。五、ミシガン大学三十日朝五時起きでサンフランシスコ空港へ向かう。デトロイトメトロポリタン空港午後四時着。これまで無事に
終了したので、いよいよ最後の訪問校と気を引き締める。
空港に降り立つとなんとミシガン大学のアジア図書館館長代理の仁木賢司さんが出迎えてくれ 仁木さんとはすでに而識があった。東回同文書院が愛知大学に引き継がれたことを知り二
OO
四年七月末に愛知大学を見学に訪れて
いた。彼は全米で初の『東亜同文書院大旅行誌』をミシガン大学に収蔵した人であり、かねてより東亜同文書院に関心を寄せていた。また二
000
年に愛知大学大学院中国研究科を卒業した
宍の
25E
工。
23
氏とアナ
l
パ
l
で会うことが出来た。現
在彼は唱さ
0202
社の℃さ己
Z2ζ25mo
『をしていた
0
3
・CCZ2
｛社のデータベースは愛知大学でも導入していて、
私はアナ
l
パ
I
にある可『
oc
－－2
門社の見学もさせてもらう
ことが出来た。彼のコ一人の子供たちは、すっかり大きくなって家族全員で歓待してくれた。ミシガン大学は一八一七年創立。最も古い州立大学であ
る。蔵書は七百八十万冊。ミシガン大学は戦前から日本と繋がりが深い。一八八
0年代に小野英二郎氏（日本銀行か
ら日本興行銀行総裁として活躍）がミシガン大学に学び学位を受けている。一九三五年には日本一諸クラスができ、戦時中にはアメリカ陸軍の日本一諮集中講座、戦後は日本研究センターなどが設立されている。
ミシガン大学は、アナ
l
バ
l全体が学園都市となってい
て北・東・中央・南とキャンパスが複数あり、キャンパス聞は無料のスク ルパス 走って た。大学 十八の図書館があり、大学図書館の副館長である胃
gE
「』♀
5
さコ
さんと会談し訪問の趣旨を説明した。中央図書館の
ZE♀
2
03
己EZ
亡
σg
ミを見学後北キャンパスに移動した。〉『言
。コ己開
zmE2
ユコ
m
ピ
σ
－d『ての豆一の
200
一口・玄
Eo
－－館．長は、自
ら図書館を案内してくれた。この図書館は、
CD
やビデオ
を作製する学生のために本格的なス ジオまで持っていたパソコンル
l
ムはあちこちにあり、四百台のパソコンがフ
ル活用される時間帯は午後十時から午前二時とのこ 。コーヒーラウンジも備えていたが、広い館内は騒がしさなど全く感じられなかった。
アジア図書館のの己〈
EZE
氏（台湾出身）は、中国の
情報をデータベース化している専門家で、教えてくれたホ
l
ムペ
l
ジ上からみる中国関係のデータベースは、非常
に整備されていて本学でも利用したい有効なデータベースであると感じた。私は、ミシガン大学で「支那省別全誌』、『支那経済全辛口についていつ所蔵したのか、どこから購入したのか ど調
査したいと考えていたので仁木さんにその旨伝え と、「古
41 研修費1?i 「アメリカにおける •Hi!E同文i呼応：w!J係のJf（政資料について J
いものは、本においてあるかも知れない
。本に告いでなけ
れば、アメリカには図書台帳のようなものは
一切ないので、
それ以上は分からないよ」と言われた。検索すると
『支那省別全誌
』
、
『支那経済全判
』
は、アジ
ア図書館には置いてなくて、南キャンパスの∞
三
J「∞E
一色コ
∞
の保存型叫にあるという。取り寄せれば
三
日必要とのこと
で、翌朝、中央キャンパス 歩 て十五分 ところにある保存円山にたどり行いた
。
図告はすぐに閲覧でき
『支那
省別全誌
』
は、最初のぺ
1ジに一九四九年九月二十五日の
日付を確認することができた。
『支那経済全判
』
は残念な
がら記載がなく 「台湾資産公司」の蔵書印が押し
であ
っ
た。寄贈なのか附入なのかは判明しなかった
。
ミシガン大学が戦後に
『支那省別全誌
』
を収蔵した
こ
と
は
、
一つの意味を持っていた。
一九四七年に全米で初めて
の日本研究センターが設立されているからである
。
アメリ
カで最も古い歴史を持つ日本に関する研究機関が 創立早々に東亜同文古院の学生たちが苦いた卒論をもとに編集した
『支那省別会誌
』
を収蔵したことは、いかに東亜同文
科院に対して注目していたか うか い知 よ・つ。ミシガン大学の
OPAC
検察では、四五点（
二O点が戦
前）の東亜同文官院関係資料を収蔵し
て
いた。基本的資料
のほかに、
『消困商業綜覧
』
、
『支那研究（マイク
ロ版
）』
、
『支那開港場誌
』
、
『現代支那人名鑑
』
、『近衛白山公
』
、
『山
洲根津先生侍
』などがっちり東亜同文会関係の刊行物を押
さえて収集してい
た。
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おわりに
五大学の調五結果は想像以上であった。総計一
O
一点の
東亜同文書院関係の資料を収蔵していた（表ニ参照）。中同研究が盛んなアメリカで、近現代中凶を研究する上で「東亜同文会・東亜同文書院」は注視されていたことをより実証できたと思う。収蔵した年月など判明すればもっと良かったが、日本のように凶書台帳がなく請求書も七年たてば捨ててしまうアメリカでは、図書に関する考えも異なり、これ以上はどうしょうもなかった。最後に、愛知大学が編纂した『中日大辞典」について経
緯を述べたい。昭和八年（一九三三）頃、東亜同文書院において鈴木搾郎先生を中心に中国語静典編纂が開始されたが、昭和一一十年（一九四五）敗戦時に、約十四万枚 未整埋原稿カ
l
ドが中川に接収されてしまった。愛知大学学長
本間喜一氏（元東原同文書院大学長）および法経学部長小岩井浄氏（元東亜同文書院大学教授）の返還請求願い出が山され、日本中日友好協会理事長の内山完造氏から中国科学院長郭沫若 に届けられた
0．願いが届いたのが、昭和二
十九年（一九五円）九月で、「日中 化交流の め 改めて日本人民に贈る」という異例の処置で、愛知大学にされた。昭和一二十年（一九五五）に再び鈴木鐸郎委員 の下で小
H大辞典編算委口会が組織され、そして附和問十三
年（一九六八）に出版 たのである 『愛知大学二一十年の歩み』より）。実に三 五年を要して完成したまさに寸大辞典」だった。愛知大学は東亜同文書院大学 継承した大学であることを内外に らしめた出来事であった。
この『中日大辞典』は、当然のようにアメリカではいす
れの大学でも所蔵していたが、かなり使われてぼろぼろになっていた（京編ぬ二八李春利先生著参照）ので、今凹お土産にした新しい『中日大辞典』と交換できますと大変喜ばれた。前述のプリンストン大学東アジア図書館副館長のζ2
・zzzoC
号
d
博士は、中国研究者であるけれども、京都
大学に山田学中にづ中日大所典」を使って日本語を党えたとい・っ。こうした状況を踏まえて、私はいよいよ愛知大学の持っ
ている資料をもっと知ってもらい利川してもらいたい気持ちに駆られた すでに国内外の何人かの研究者の方から「東亜同文会発行の刊行物から〈満洲〉〈満蒙〉〈張作謀〉〈軍閥〉 関す 一覧ができないか？」と一一日われていλv
。「東四同文
HHH
院関係日録」は、一
00
・部作成したがすぐ
に品切れとなった。学内の教員からも他大学図書館・公共図書館からも『日録』の寄贈依頼が相次いでいて附っていたが、始しいこ に増刷が決まった。また早くも改訂版作成を求められている。すで 次の予約者 いる。日々日常業務に追われる毎日であるが、少しずつやれば何とかる。いや何とかしていきたい 海外研修で新 にできた友人たちに応えるためにも。心新たにしたアメリカ研修結巣である。
ｷ13 研修剣先「アメリカにおける’t,m，斗え；，•r~·：， tiJJ係の Jf,'.11:全資料について J
表 2 ：アメリカ 5 大学における東南i同文会・ 1↓はl!同文】！？院刊行物所蔵－·rt
公 凶内所蔵館なし ※ 本学所成なし（Iii！内有り）
．名 著者名 出版社 出版年 harv.ird :princet。n :h.iwaii !UC !Michig.in 
会安徽省全図 東霊同文会 18ー（地 。図）
2 合東豆同文会＝程 東豆同文会 1899 。
3 東亙悶文会級告 東霊同文会 東亙同文会 1900- (82-1211 1916 1908-09 
4 ※目貫ノ将来 Martin, Rudolf 東亙間文会 1900 。Emil 
5 朝鮮開化史 恒度盛限 東亙同文会 1901 。
6 ※ 大；膏像 東亙同文会 東亜同文会 1904 。 1908 
7 織太及北沿海州 東亙同文会編 東亙同文会 1905 。纂局
8 ；費国商.綜覧会s－.是 彼岸信 丸普 1906 。
9 支郊経済全’ 全12 東亙同文会 東歪同文会 1907- 。 。 。 。 。1908 
10 東亙関係特種僚約.纂 東亙悶文会 東豆問文会 1908 。 。 0 1912 年
I 支廊ト35(1910-1944) 査東亙ti悶Ill 文郎会調 買E韮同節文会調 1910-194 『1932・ 25巻査舗a 4 441 
12 合北京官話教科.巻1 東豆同文書院 1910 。
13 11省及護盲人 p。sdnccv,Alcks 査東豆鍋同a餌文会飼 1911 。 。
ei Matveevich 
支嘉1王手経 東亙同文会 1912・ 1・2. 4-7 1912,16,1 
。
14 1927 7,19,26 1917・18ｰ 
15 ※ fJj僚支部全図 査東亙編同集文卸会銅 東亙同a文金調査編部 1914 。
16 山東及鯵州湾 東亙s同z文会翻 東亙同文会調 1914 。 。まE編節 査編a節
17 ※支郊苅－~緩 東亙同文会 東亙同文会肉 1915- 。支部通信部 1916 
18 支ID政治地理箆 大村欣一 丸嘗 1915 。 。東亙同文会編
19 録近支部貿易 吉国 LU量編 査東歪編問篠文宮n会調 1917 。
20 ※ 支部関係特種条約最纂 東豆同文会調 東豆同文会調 1917 。 。査編集釘1 査舗Sl節
21 支部省別会誌会18 東亙悶文会 ’E亙同文会 1917・ マイクロ O 3巻のみ O 。1920 
liiJ 之持院記念持i VOL. I] 44 
書名 著者名 出版社 出版年 ha刊ard :Princeton !hawaii /uc 
22 欧米人の支窺1観
23 l支認貿易
24 l支部研究 1-24
25 l支那の外交・財政
東亙同文会編 I ！旋亙同文会Z事前 1918 。
東夏同文会 ｜東亙同文会 11920 10 
東亙同文書院｜東亙同文書院11920ーI I 10 支郊研究卸 ｜支郊研究部 l 943 
三銭茂智 ｜東亙悶文会 11921 10 
26 
東亙同文会銅 11{亙同文会調支部関係特樋条約鯨輔再販l査制御 ｜査制御 11922 10 
27 l虎穴飽額 第＋九期生 ｜東亙同文書院11922
28 l支窺1開港渇&t 東霊同文会 1•歪同文会）1922 JO 
29 lili衛笹山公 n山会 霞山会 11924 
30 l彩雲光霞 上海東亙同文第二十一期生 1.院 11924 
31 l現代支那人名m：大正13若手6月 l外務省情報部｜東歪悶文会 11925 IO 
32 l新編支部年鑑 東亙同文会 Ill亙同文会 11927 IO 
33 l穆語月刊 N。.I・10 東亙同文書院 l束豆同文書院I 1192s・29 IO 穆錨研究会 l量産施研究会
34 l蕊語~舗初. 賠同文書院｜賠閃文書院11抑
35 l現代支郷人名鑑 外務省情報部 Ill亙悶文会 11928 
36 l支知之実相 大村欣一 Ill亙同文会 11929 10 
37 l支部自白 弁上松ニ ｜束亙悶文会 11930 10 
38 
1東亙同文書院 Ill亙間文書院東亙同文・餓創立30周年記念愉 l I ！大学支頚l研究 l大学支烈研究11930
39 
文集 I I t節 l音＂
豆富汗新湿 図鍋安之助 東亜同文会調11930 査絹a節
。
. . . 
。
。
。
。
40 l山洲担濠先生傷 湿友会 1930 10 IO 
41 現代中筆民団・満洲国人名鑑 ｜外務省情報節 Ill亙同文会 11932 IO 
42 ※ l中奉民回大池田及濁州田園 l!R:亙同文会 ｜富山房 11932 IO 
43 l中毒華民国実実名鑑 東亙同文会 l!R:亙同文会 11934 IO 
:Michigan 
マイクロ
。
。
。
。
。
。
。
44 l級新支部年鑑 :ll[亙同文会 11935 IO O 10 10 
45 IC?議民国実ill名鑑 I•亙同文会 ｜東豆同文会 11935 10 
46 l巨人荒尾鰭・附＋ニ烈＇lj：母 ｜弁上稚ニ l!R:亙同文会 11936 10 
45 研修itH＇；；「アメリカにおける東illilri］文，%t問係のIf(故資料についてJ
書名 著者名 出版社 出版年 harvard !pri門ceton !hawaii !uc !Michigan 
47 対支回顧録 !fl亙同文会 東亜同文会 1936 。
彼岸信
48 支邪及2青洲の通貨と司号制改革 ~智元治共 東歪同文会 1937 。
著
49 現代中惹民国・満洲国人名鐙 外務省情級部 E匝豆同文会 1937 ? 。
50 fJr支窺1現努要覧 東亜同文会 1938 。 。 。 。 。
51 現代交頚iut座 1-6 東亙同文S院 東亙同文.院 1939- 。 。 。 。支源1研究節 支那研究部
東亜同文書院大学東15豆年銅度査報告 東亙同文生箔尋飼．院 東亙同文書院 1940- 度昭和15年 昭和14 O 52 ・昭和14年度目 大大学熊学行 査室 大学餓学生鋼査 1941 。大行HiiR室 年度
53 食指外~盲共和国憲法 gr盲勤労国民 東亙同文会研 東亙悶文会研 1940 。l!Jの宜君 究鍋a部 究絹it部
東塁間文会支 東翠悶文会支 1941-
54 車両修支部省j;IJ金総全9 郊省j;IJ会民刊 那省j事l会：おやl 。 。 。 。 。
行会 行会 1946 
55 昼新支部年鑑 東亙同文会 1942 。 。
56 東亙同文書院大学学術研究年報 日本経2自社 1944 。 。
57 昼近支諸1共産党史 中俣興作 東亙同文会 1944 。
58 東I同文書院大学史 大学史編a委 沼友会 1955 。 。 。 。員会
59 中国月報 1・410(1958・1992) 霞山会 1958・ ~：~~全~・て
!fl亙時諭 1巻1号（ 1959.0-9巻4 1959・ 6・9
60 号（昭42.4) 霞山会 1967 1-9 
。 (1964- 0 
67) 
61 現代中国人名辞典 霞山会 霞山会 1966 。 1966,72, 1966,72, 
78 81,95 
62 対支回厨録 東歪同文会 原書房 1968 。 。 。｛明治百年史書1• 69. 70) 
中国伝統究社所会成と毛沢東革命：束亙 東亙文化研究
63 文化研 果線告 所 霞山会 1968 。（東亙文化.. 1) 
64 東亙同文書院同窓会名簿 翠友会 ~友会 1969 。
65 
中国年鑑｛支窺1年鑑の復刻版191 東豆同文会 台北 Tien i 1973ー 1911 ・141-) Ch"u pan she 。
66 現代中国用語辞奥 霞山会 霞山会 1973 。 。 。
67 現代中固と歴史像 東童文化研究 鐙山会 1975 。Fn 
68 東豆同文書院生 山本隆 河出書房新社 1977 。 。 。
1,;J え m~；c,i己J念脅i VりI.. 1: 46 
．名 著者名 出版社 出版年 harvard :princnton !hawaii :UC iM凶rgan
69 中国近代化の鵠問題 東豆文化研究 霞山会 1977 。所
成国民作 困・刊行会
70 織太及北沿海州 プロゾーロフ 1905!1{昼間文 1977 
。 。
会の復刻
中国文化大革命の湾倹討 東亙文化研究 1978・71 (JI{§.文化現1• 4-5) 所舗絹3革委a局員会紀要 D山会 。
72 東（続亙日関本係史特籍種也殊会鎌重約量・象..a3矧； 22) JI{亙悶文会 日本史籍也会 1978・ 。 。1979 
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74 七0年代政変矧の中国 江頭数馬 霞山会 1979 。
75 中国近代化の史的展盟 !I{亙文化研究 冨山会 1982 。（東亙文化a• 6) 所
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77 
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大城立裕 鴎餓干土 1983 。
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79 中国省}ll／会覧会18巻（績製版） 東亜悶文会 間夫書局 1988 。 。
80 ｛朗文中書‘公上院文海庫に）立ちつ〈す；小説束亙同 大緩立裕 中失公白島幸土 1988 。
81 東亜同文会史 JI{§.文化研究 霞山会 1988 。 。 。所
82 中国経済金書全12巻（彼製版） 東亙同文会 南天.局 1989 。 。
83 東豆同文.院大運河調査線告． 谷光E量 愛知大学 1992 。 。 。
愛知大学東亙
84 東車問文書院大学と愛知大学 同文念書院大学 六甲出版 1993ー 。 。
&i! センター
85 よ海東亙問文.院：日中を祭Itん 築因尚音量 新人物往来社 1993 。 。 。 。とした男たち
間文書院Ii!念絡妥知大学東豆同 愛知大学東亙 愛知大学東歪
86 文書院大学Ii!念センター 1 (199 同文書院大学 同文書院大学 1994・ 。 。
4 ）・ Ii!念センター Ii!念センター
中固との出会い
87 ｛東亙同文書院・中園調査自慢行Ii! ii図佳久 愛知大学 1994 。 。 。
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中国をさ長〈
88 録｛東亙第同2巻文）.院・中国関査旅行記 E事国佳久 愛知大学 1995 。
89 近代中国人名辞典 山図辰総 霞山会 1995 。
90 東亙同文．院大旅行自主 14リー 愛知大学 雄総堂 1996 マイクロ}I, 
91 山洲彼l*先4生3偲｝：伝&2・綬簿一｛伝犯••2 沼友会 大空干土 1997 。
92 録中（東国歪第を同3超巻文え）・て院・中囲網査銀行犯 務国佳久 愛知大学 1998 。
93 
日中関係釜本資科.： 1949年一 霞山会 霞山会 1998 。 。1997年
94 上海E代東日亙本同人文E書S混院E審大査餓S行系記）録（近 沼友会・鍋費量 商務聞書館 2000 。 。
東亙同文書院中国大調査鰍行の
95 研究 蔵国佳久 大綱1Z: 2000 。 。 。 。
（童E知文筆文筆曾.. 5) 
96 EけEる亙対同外文埋会念と中国：近代日本におとその実録 留ま青 慶出応版会穏鎗大学 2001 。 。 。 。
97 共『上存海を東追亙い同続文け．た院五Ji<S'o録人：日の中エ 酉所正道 角HI・店 2001 。 。 。 。
リートたち
98 東豆同文書院大線行研究 薄弁由 上海書店出版 2001 。干土
99 東亙同文会史昭和銅 霞山会 霞山会 2003 。
愛セン知タ大ー学：東収豆蔵同資文料書図院録大学記念 愛知文学東亙 愛知大学東亙100 同文書院大学 同文セ書ン院タ大学ー 2003 。 。Ii!念センター Ii!念
101 ＊亙同文．院関係目録 成瀬さよ子 愛知大学笠縫 2004 。図書館
合計
62 26 14 47 45 件数
同文；，If院記念特i VOL. t:l 48 
参考資料東亜同文書院の学生述が書いた関連資料の説明
学生たちがIt！上級生になると：t 人から 8 人限度
の!ffに分かれて 3 ヶ JI から 6 ヶ）］中国内地小心東亜同文8院支沼田査報告書大1ES 照和 Ill 備本400問、 に大旅行を行った。作主任ごと仰のl与を作成し手（第 l:l矧から第：l2IUJJ マイクロフイ Jレム 内きのIp~，論文として提出された。第 5 IUJから（マイクロフィルム版＝東亜同文也院中園調査 132 リール m421事i まで世界的にM大規慌の•！tl:Ji)調N.が行わ旅行報告白として愛知大学が刊行） れたが、本学にあるのは、第 1:ll倒生から第32期
’I：の稿4:o
東亜同文田院大旅行誌 マイクロフィルム版
（愛知I ），学刊行）第 5 則「I: （明治40年度）～m l:.l1己の人；旅行の結果生まれた i l記・紀行文を各40期 11: (ll?HU17年度） WI ごと本業記念としてまとめて出版したもの。
マイクロフィルム
2 図舎には、『呼.！ 11El11）文書院大旅行語；J というタ 14 リール この記事検索をホームページ l：に公開した。延イトルLt付いていない。作IUI ごとにそれぞれタ ベ2718名の例人名及び「班名J 「タイトル名』なイトルがあり 2 例えばあ＂ 5llll生：防磁録、第34 どが検索できる。期生：風吹け吹け、第40IIJI ’I：大隊紀行という
ように。
No. I の’Yソl:の作成した r忍~fi報告ずむの.，.か
ら経済に｜則する調任研究を倒幕したもので、財
3 支部経済全書全12巻 IQ]it,4~1 (1907-08) ＊盟同文会 政；白11皮・市場経済・［~・商業から企業飢餓に
pたるまで近代中l五l経済を匁l る l：で不可欠の資
料である。
支那省別金誌全18巻大lE6-9 (1917-1920) 容~5 llll生から第！ 31PJ ’l:の学＇I:の i'fいた r，澗 ft報マイクロフィルム版もあり。アメリカの UMI 作者』を r.別に編u したもの。（W:.i!ll同文会内
4 
社は、ミシガン大学の原本をマイクロ化して桜 ·~回同文会 ；支那省~JIJ'lt,U，；刊行会制）消求から民国時代の中製。 l司を知る l：で段も総本的文献であると三われて国内は問削40年代に UMI 社の許口Iを it}て雄松 いるu堂l'f!.liが昭和5211，にマイクロ出版。
学生の＇Ji!也i調資を f: とし．これに各方而の新資
5 新修支~省別金総全 9 i可i制 16-21 リ！!llilu］友会 料を加え全22巻をもって完結fゥ主であったが、
敗戦により中断した。
台湾同立阿舟館所蔵で地域別に編集してある。
中国会地問査報告白 第 !illllから第 lllllll マイクロフィルム l の東E同文田院支部聞査報告由の稿本で小；学※（i （文却111守地調f王将i~~＇ .tf) 164 リール 収蔵資料の前期部分に当たる。明治401！＇から45
, (1907-1 !12) 
中国省別会第全18巻 台湾耐えw.:.i 『支部省別会跨」の陶製版7 
19881J: 
中国経済全自全12在 台湾 ！村）」 i'f/. j 『支部経済全自」の陶製版8 
19891f, 
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